
　

大
会
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
一
昨

年
に
開
催
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
や
む
な
く
二
度
の
延
期

と
な
り
、
３
年
越
し
の
満
を
持
し

て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
の
全
国
自
治

会
連
合
会 

長
谷
川
会
長
が
、
福
山

大
会
へ
尽
力
し
た
地
元
関
係
者
ら

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
「
自
治
会

活
動
は
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
で
す
」
と
強
調
し
た
。
続

い
て
、
開
催
地
福
山
市
自
治
会
連

合
会 

佐
藤
会
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
「
『
城
と
ば
ら
の
ま
ち

ふ
く
や
ま
』
へ
、
よ
う
こ
そ
お
い

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
心
よ
り
歓
迎
し
ま

す
。
」
と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ

た
。
ま
た
、
「
福
山
市
は
瀬
戸
内
海

沿
岸
の
ほ
ぼ
中
央
、
広
島
県
の
東

南
部
に
位
置
し
、
人
口
46
万
人
の

拠
点
都
市
で
あ
り
四
季
折
々
の
美

し
さ
を
見
せ
る
自
然
、
温
暖
な
気

候
、
海
・
山
・
川
か
ら
得
ら
れ
る

恵
み
が
あ
り
ま
す
」
な
ど
と
福
山

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

開
催
地
を
代
表
し
て
臨
席
さ
れ

た
枝
広
市
長
は
、
「
防
災
や
高
齢
者

の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
個
人
で

は
解
決
が
難
し
い
問
題
を
地
域
で

解
決
し
て
い
く
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
心
的
な
存
在
を
担
う

自
治
会
・
町
内
会
の
存
在
は
不
可

欠
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
、
自
治
会

が
市
政
運
営
の
う
え
で
重
要
な
存

在
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。

令和４年度 全国自治会連合会広島県福山大会開催

　

11
月
17
日（
木
）、
全
国
の
自
治
会
・
町
内
会
で
組
織
す
る
全
国
自
治
会
連
合
会
主
催
の
「
令
和
４
年
度 

全
国
自
治

会
連
合
会
広
島
県
福
山
大
会
」
が
リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
全
国
の
関
係
者
約
五
百
名
が
福
山
市
に
集
結
。
大
会
に
は
岸
田
文
雄
首
相
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
る
な
ど
、
自
治
会
・
町
内
会
へ
の
期
待
の
大
き
さ
を
伺
わ
せ
た
。
引
き
続
き
、
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
で
交
歓
会
も
行
わ
れ
、
参
加
者
が
交
流
を
深
め
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

歓迎の言葉を述べる佐藤会長

＜盛大に開催された令和 4 年度 全国自治会連合会広島県福山大会＞
ごあいさつをされる枝広市長
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（広告）
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○実物をぜひご覧ください

○運動会等イベントに便利     

○各町内会で多数販売実績有

○修理・アフターサービスも安心

○フレームを１年間保証致します

〒721-0957
福山市箕島町 6534-1

防災仕様の頑丈なワンタッチテントをご購入下さい。

（広告）
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「
歴
史
の
町 
津
之
郷
学
区
」

　

津
之
郷
町
は
芦
田
川
の
西
に
位
置

し
て
お
り
、
ほ
ぼ
中
央
に
は
山
陽

自
動
車
道
の
福
山
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　

津
之
郷
は
弥
生
時
代
の
遺
跡
が

多
く
住
居
跡
や
土
石
、
貨か

泉せ
ん

、
鏡
、

勾
ぎ
ょ
く

玉だ
ま

な
ど
が
出
土
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
古
墳
は
坂
部
第
四
号
古
墳
な
ど

二
十
八
個
所
あ
り
ま
す
。　

聖
徳
太
子
の
時
代
、
地
方
に
国
・

群
・
里
が
お
か
れ
、
こ
の
時
地
名
を

二
字
と
す
る
詔

み
こ
と
の
り

が
あ
り
、
そ
れ
ま
で

の
「
津つ

」
を
「
津つ

宇う

」
と
し
た
の
が

津
之
郷
の
由
来
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
十
五
代
足
利
義
昭
将
軍
が
鞆

よ
り
移
住
さ
れ
一
五
八
五
年
～
一

五
八
七
年
ま
で
町
内
の
御
殿
畑
に

居
住
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
町
内
に
は

三
嶋
明
神
社
と
惣
堂
明
神
社
が
あ

り
、
十
月
の
第
二
日
曜
日
に
例
祭
が

あ
り
ま
す
。
一
四
九
四
年
創
建
の
三

嶋
明
神
社
で
は
前
夜
祭
に
ひ
ん
よ

う
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
は
ね
踊
り
・
神
輿
が
奉
納
さ
れ

ま
す
。
当
日
は
、
各
地
域
を
神
輿
が

巡
行
し
ま
す
。

　

十
一
月
十
三
日
に
小
雨
の
中
、

津
之
郷
の
歴
史
の
再
発
見
を
目
的

で
、
左
写
真
の
よ
う
に
、
親
子
な

ど
多
数
の
参
加
を
頂
き
「
津
之
郷

探
検
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
実
施

し
、
途
中
で
歴
史
ク
イ
ズ
も
行
い
、

参
加
者
の
皆
様
に
大
変
喜
ん
で
頂

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域

の
絆
が
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
活
動

し
て
い
ま
す
。  

内
海
の
埋
め
立
て
が
始
ま
る
と
、
世

帯
数
も
一
気
に
増
加
し
五
千
戸
を

超
え
、
人
口
も
一
万
人
を
超
え
る
マ

ン
モ
ス
学
区
へ
と
変
貌
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
急
激
な
都
市
化
を
受

け
止
め
、
手
城
学
区
で
は
五
月
の
学

区
ば
ら
祭
り
、
八
月
の
竹
灯あ

か

り
、
秋

の
ふ
れ
あ
い
大
会
、
一
月
の
と
ん
ど

祭
り
な
ど
新
た
な
行
事
づ
く
り
、
文

化
創
造
活
動
に
取
り
組
み
、
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
の
糧
に
し
て
い

ま
す
。

津
之
郷
学
区
自
治
会
連
合
会

会
長
　
宇
根
　
康
則

手
城
学
区
自
治
会
連
合
会

会
長
　
田
中
　
恭
治

「
手
城
学
区
の
昨
今
」

　

「
手
城
」
は
手
に
城
と
書
い
て

「
船
の
通
行
手
形
を
確
認
す
る
城

（
関
所
）
」
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
意

味
し
、
古
く
は
毛
利
藩
の
海
上
の
関

所
が
あ
っ
た
場
所
と
い
わ
れ
て
ま

す
。
一
六
一
九
年
に
水
野
勝
成
が
入

封
し
、
い
わ
ゆ
る
水
野
干
拓
が
お
こ

な
わ
れ
、
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
新

た
な
干
拓
地
に
近
郷
近
在
の
農
民

が
夢
を
持
っ
て
入
植
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
手
城
住
民
の
は
じ
ま
り

で
す
。

　

塩
分
が
濃
く

砂
の
多
い
耕
地

に
、
初
期
の
入
植
者
は
大
変
に
苦
労

し
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
た
ゆ
ま
な

い
努
力
と
汗
に
よ
り
、
豊
か
な
農
業

地
域
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
に
は

福
山
付
近
10
ケ
村
の
一
つ
と
し
て

福
山
市
に
合
併
さ
れ
、
そ
れ
以
来
手

城
は
福
山
市
街
地
の
一
部
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）

日
本
鋼
管
（
株
）
（
現
在
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ス
チ
ー
ル
（
株
）
）
の
進
出
に
伴
う

※
次
回
の
掲
載
は

　

南
学
区
と
田
島
西
部
地
区
で
す
。

津之郷探検ウォークラリー

とんどの練り歩き風景
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